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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月10日(2014.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を保持する担持体と、該担持体に向けて第一の入射光を入射させる第一の入射部と
、該第一の入射部から前記液体を透過した参照光を受光する第一の受光部と、
　前記生体組織に向けて第二の入射光を入射させる第二の入射部と、該第二の入射部から
前記生体組織を経た測定光を受光する第二の受光部と、
　前記参照光の光強度および前記測定光の光強度に基づいて、前記液体の吸光度および前
記生体組織の吸光度をそれぞれ検出する吸光度算出手段と、
　前記液体の吸光度を参照して前記生体組織の吸光度と比較し、前記生体組織に含まれる
被測定成分の濃度を算出する濃度算出手段と、
　を備えたことを特徴とする濃度定量装置。
【請求項２】
　前記第一の入射部から前記第一の受光部に至る前記参照光の光路長は、前記第二の入射
部から前記第二の受光部に至る前記測定光の光路長と前記生体組織中の水の体積濃度との
積に近い値になるように設定されることを特徴とする請求項１に記載の濃度定量装置。
【請求項３】
　前記第一の入射部から前記第一の受光部に至る前記参照光の光路長は、前記第二の入射
部から前記第二の受光部に至る前記測定光の光路長と等しくなるように設定されることを
特徴とする請求項１に記載の濃度定量装置。
【請求項４】
　前記液体は散乱特性をもつ液体であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１
項に記載の濃度定量装置。
【請求項５】
　前記液体は水ないし成分構成が明らかな体液相当の液体であることを特徴とする請求項
４に記載の濃度定量装置。
【請求項６】
　前記担持体を構成する調温板を更に備え、
　前記調温板は、一面側が生体組織に密着される密着面を成し、他面側が前記液体に接す
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る接液面を成し、前記生体組織の体温と前記液体の液温とを熱交換させる熱伝導体からな
ることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の濃度定量装置。
【請求項７】
　前記液体の温度および前記生体組織の温度を検出する温度検出手段を更に備え、
　前記担持体は、前記液体を加熱または冷却する温度調節手段を更に備えていることを特
徴とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の濃度定量装置。
【請求項８】
　前記担持体は、前記第一の入射部から入射した第一の入射光を前記第一の受光部に向け
て反射させる反射体を更に備えていることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項
に記載の濃度定量装置。
【請求項９】
　複数の光源からなる光源ユニットを更に備えたことを特徴とする請求項１ないし８のい
ずれか１項に記載の濃度定量装置。
【請求項１０】
　光源と、該光源から照射された光を前記第一の入射部および前記第二の入射部に向けて
それぞれ分光させる分光手段とからなる光源ユニットを更に備えたことを特徴とする請求
項１ないし９のいずれか１項に記載の濃度定量装置。
【請求項１１】
　前記第一の受光部に入射した参照光の光強度と、前記第二の受光部に入射した測定光の
光強度とを共に測定する１つの受光素子を更に備えたことを特徴とする請求項１ないし１
０のいずれか１項に記載の濃度定量装置。
【請求項１２】
　液体を保持する担持体と、該担持体を構成し一面側が生体組織に密着される密着面、他
面側が前記液体に接する接液面を成す調温板と、該担持体に向けて第一の入射光を入射さ
せる第一の入射部と、該第一の入射部から前記液体を透過した参照光を受光する第一の受
光部と、前記生体組織に向けて第二の入射光を入射させる第二の入射部と、該第二の入射
部から前記生体組織を経た測定光を受光する第二の受光部と、前記液体の温度および前記
生体組織の温度を検出する温度検出手段と、前記参照光の光強度および前記測定光の光強
度に基づいて、前記液体の吸光度および前記生体組織の吸光度をそれぞれ検出する吸光度
算出手段と、前記液体の吸光度を参照して前記生体組織の吸光度と比較し、前記生体組織
に含まれる被測定成分の濃度を算出する濃度算出手段と、を備えたことを特徴とする濃度
定量装置を用いた濃度定量方法であって、
　前記測定光は、前記第二の入射光が前記生体組織内で後方散乱した光であり、
　前記生体組織の体温と前記液体の液温との差が０．１℃以内になるように温度を平衡さ
せる工程と、
　前記参照光の光強度に基づいて前記液体の吸光度を測定する工程と、
　前記測定光の光強度に基づいて前記生体組織の吸光度を測定する工程と、
　前記液体の吸光度を参照値として用い、前記生体組織の吸光度から前記生体組織に含ま
れる被測定成分の濃度を算出する工程と、
　を備えていることを特徴とする濃度定量方法。
【請求項１３】
　前記第一の入射光および前記第二の入射光は、短時間パルス光を用いることを特徴とす
る請求項１２に記載の濃度定量方法。
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